
旧友から掲示板にコール 

JA1WOB 齋藤 章 

50.240SSB モービルグループの掲示板に、開局当時のローカル局から書き込みコールが、

ありました。 

５４年ぶりの旧友からのインターネットコールに嬉しくなりました。 

お正月のニューイヤパーテーや移動運用など、多く局とＱＳＯしていると、何十年ぶりの局 

と出会う事はよくあります。 

数年位前からカンバック局と再会する事が多くなった事ってきました。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=======２４０掲示板の画面です＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

この掲示板投稿がきっかけで、旧ローカル局の輪が広がって、８局のインターネット・ 

ロールコールが始まりました。 

新型コロナの影響が無ければ、直ぐにでもグランドミーティングを開催する勢いでした。 

私が、２４０誌に投稿した「アマチュア無線開局 50 年」記事の中にある、「七国ビームクラ

ブ」がインターネット検索のキーワードになって、２４０のホームページ掲示板に辿りついた

ようです。 

アマチュア無線を辞めてしまった人でも、インターネット検索をする事があるので、２４０誌

に投稿する事で、思わぬ、旧友と再会する事が有るかもしれませんね、２４０各局も是非 

２４０誌に投稿してみては如何しょうか。 

七国ビ－ムクラブの名称は、町田市にある里山の七国山から５０MC の移動運用を 楽しん

でいたＨＡＭが集まりから出来たクラブでした。  

入会条件は、町田市在住で、50Mhz の受信または送信が出来るのが条件でした。 

１９６０年代に、アマチュア無線を始める為には、受信機を自作してＨＡＭのＱＳＯを受信出



来る、のが、ＳＷＬになる事が第一歩でした。 

そして、この七国ビ－ムクラブは、50Mhz での無線運用が出来る事が条件でした。 

当時のアマチュア無線局のシンボルであるアンテナは、竹竿にＨＦのワイヤーアンテナを張っ

た局が多く、3.5Mc や 7Mc を運用している局

が主流でした。 

そのアンテナを見つけては突撃訪問してシ

ャックを見せてもらいました。 

クラブ名に、「ビ－ム」が付いているのは、

50MC でビ－ムアンテナを使いＱＲＶしまし

ょうと云う掛け声だったのでしょう。 

私も、50MC のクリコンで 50MC を聞いていた

当初は、300ΩのＴＶフィーダーで作ったフ

ォールデットダイポールでしたが、開局時に

は、3エレの八木になっていました。 

（写真は竹竿に設置した 3エレ八木） 

クラブ員は高校生や大学生が中心でした、今回インターネット・ロールコールに参加して 

いるのも、当時の高校生や大学生です。 

勿論、社会人の方も居りましたが、我ら高校生や大学生が企画する、移動運用や季節毎のイベ

ントについてのアドバイスやＪＡＲＬや市役所との調整などをしていだいた様に思います。 

旧有達との話題も、夏のフィールドデーコンテストに参加して、移動運用・キャンプファイヤ

ーなどの話で盛り上がりました。 

以前にも書きましたが、当時のフィールド

デーコンテストの移動運用は、無線局の引

越みたいなので、トラックに無線機やアン

テナやポールや保守道具を積み込んで、多

人数で移動しました。従って、食事などの

時は宴会もどきになりました。 

今でも、移動運用でグランドミーティング

は楽しいのですから、青春時代の移動運用

は活気あふれて、楽しいものでした。 

写真の無線機は大きく、半開きの無線機や

ニッパーなどがテント内に散乱しています。 

今の様な電子ログが無いので、オペレター(WOB)と記録員のペアでコンテスト運用でした。 

 こんな写真を眺めながら、５０数年前の昔話に花が咲きました。 

重ねて、２４０掲示板には感謝しています。ありがとう御座いました。 
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